
1－バハオーフェンの神話解釈（一）（吉原）

は
じ
め
に

先
に
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
『
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
伝
承
』（
一
八
七
〇
年

（
１
）

）
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
神
話
・
伝
説
・
歴
史
論
に
関
す
る
若
干
の

考
察
の
機
会
を
得
た

（
２
）

。
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
と
っ
て
、
伝
説
上
の
女
性
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
、
世
界
史
の
大
転
換
点
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
存

在
で
あ
り
、
歴
史
上
の
特
定
の
時
代
の
一
回
的
な
状
況
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
重
大
事
件
、
つ
ま
り
、
ロ
ー
マ

的
精
神
に
よ
る
オ
リ
エ
ン
ト
起
源
の
物
質
的
生
活
観
念
の
克
服
と
い
う
事
件
の
体
現
者
で
あ
る
。
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
ま
ず
、
タ
ナ
ク

ィ
ル
伝
説
の
一
場
面
に
注
目
す
る
。
そ
の
伝
説
の
場
面
は
歴
史
叙
述
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
部
分
で
あ
る
。
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ

バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
神
話
解
釈
（
一
）

―
―
『
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
伝
承
』
を
手
掛
か
り
に
し
て
―
―

吉
　
原
　
達
　
也

は
じ
め
に

一
　
「
王
権
を
付
与
す
る
女
性
」
論

１．

ル
ク
モ
＝
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク
ス
即
位
伝
説

２．

セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
の
出
自
及
び
即
位
伝
説
（
以
上
本
号
）

二
　
王
権
神
話
論
の
構
造

三
　
王
権
神
話
論
の
検
討

小
結
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ス
ク
ス
は
、
一
人
の
女
性
の
助
力
で
ロ
ー
マ
の
王
位
に
即
く
こ
と
が
で
き
た
。
表
現
形
式
は
異
な
る
が
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス

の
王
位
継
承
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
ス
ペ
ル
ブ
ス
も
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
似
姿
た
る
ト
ゥ
リ
ア
に
よ
っ
て
最
高
権
力
を

獲
得
す
る
。
ロ
ー
マ
王
政
期
に
お
け
る
三
代
に
わ
た
る
王
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
、
王
権
の
獲
得
に
女
性
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
象
は
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
よ
れ
ば
、「
女
性
に
由
来
す
る
最
高
権
力
」
と
い
う
根
本
観
念
か
ら
説
明
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
女
性
か
ら
の
王
権
の
継
承
は
、「
偉
大
で
完
結
し
た
文
化
時
代
を
際
立
た
せ
る
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
」（B

d.6
,S.11

）。

バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
観
念
は
ロ
ー
マ
の
政
治
＝
国
家
原
理
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
で
あ
り
、
オ
リ
エ
ン
ト
的
な
観

念
が
ロ
ー
マ
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
帝
国
末
期
に
お
い
て
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
同
様
に
ギ
リ
シ
ア
世
界
に

も
類
似
の
観
念
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
権
力
が
女
性
に
由
来
す
る
と
い
う
観
念
が
ア
ジ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
神
話
に
見
ら
れ
る

こ
と
は
、
か
つ
て
ロ
ー
マ
と
オ
リ
エ
ン
ト
の
観
念
と
の
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
考
え
る
。
両
者
の
結
節
点
と
し
て
、
オ

リ
エ
ン
ト
と
の
結
び
つ
き
が
あ
る
と
さ
れ
る
、
エ
ト
ル
リ
ア
人

（
３
）

、
テ
ュ
レ
ニ
ア
＝
リ
デ
ィ
ア
人
、
サ
ビ
ニ
人
と
い
う
三
つ
の
イ
タ
リ
ア
民

族
に
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
注
目
す
る
（ibid.

）。
ア
ジ
ア
の
王
統
伝
説
の
解
釈
を
通
じ
て
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
像
の
肉
付
け
が
施
さ
れ
る
。
ア
ジ

ア
＝
ア
ッ
シ
リ
ア
世
界
に
共
通
す
る
観
念
と
し
て
、「
王
権
を
付
与
す
る
女
性
」
は
、
ヘ
タ
イ
ラ
で
あ
り
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
と
関
係
が
あ
り
、

対
を
な
す
男
性
を
支
配
し
て
い
る
と
い
う
三
つ
の
特
徴
を
有
す
る
と
さ
れ
る
（B

d.
6

,
S.
12

）。
し
か
し
ロ
ー
マ
の
伝
説
で
は
、
タ
ナ
ク

ィ
ル
は
、「
王
権
を
付
与
す
る
女
性
」
と
い
う
観
念
を
維
持
し
て
い
る
が
、
他
の
特
徴
は
認
め
ら
れ
な
い

（
４
）

、
と
い
う
。
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン

に
と
っ
て
、
ロ
ー
マ
の
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
、
物
質
的
―
ヘ
タ
イ
ラ
＝
娼
婦
的
観
念
に
対
す
る
、
精
神
的
―
既
婚
婦
人
＝
マ
ト
ロ
ナ
的
観
念
の

勝
利
を
示
す
。
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
、
精
神
に
よ
る
本
能
的
自
然
的
生
の
克
服
、
父
権
制
に
よ
る
母
権
制
の
克
服
を
象
徴
す
る
。
し
か
し
、
タ

ナ
ク
ィ
ル
の
ロ
ー
マ
に
お
け
る
変
容
は
、
さ
ら
に
別
の
点
で
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。「
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
ア
ジ

ア
の
王
朝
の
娼
婦
た
る
王
妃
か
ら
ロ
ー
マ
の
婦
徳
と
尊
敬
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
の
み
ら
ず
内
心
の
信
仰
の
産
物
か
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ら
歴
史
上
の
人
物
と
も
な
っ
た
。」
…
「
ロ
ー
マ
は
す
べ
て
を
そ
の
国
家
生
活
と
不
即
不
離
の
関
係
に
置
い
た
」（B

d.
6

,
S.
41

）。
ロ
ー

マ
は
「
宗
教
観
念
を
国
家
の
発
展
史
の
な
か
に
織
り
込
み
、
自
然
思
想
を
政
治
﹇
国
家
﹈
思
想
に
よ
っ
て
排
除
し
、
政
治
﹇
国
家
﹈
思
想

が
す
べ
て
を
そ
の
要
請
に
よ
っ
て
変
化
さ
せ
た
。」
…
「
そ
の
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
宗
教
的
意
味
が
、
一
方
で
、

理
念
の
上
で
も
起
源
の
上
で
も
親
近
性
の
あ
る
母
神
プ
ラ
エ
ネ
ス
テ
の
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
に
移
さ
れ
、
エ
ト
ル
リ
ア
の
王
妃
の
歴
史
化
に
道

が
開
か
れ
た
と
い
う
現
象
で
あ
る
。」（B

d.
6

,S.44

）
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
、
元
々
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
と
っ
て
は
ア
ジ
ア
の
自
然
の
大
母
神

に
匹
敵
す
る
母
神
で
あ
っ
た
が
、
ロ
ー
マ
で
、
そ
の
神
性
を
捨
て
て
初
め
て
、
政
治
的
に
行
動
す
る
歴
史
的
人
物
と
な
っ
た
。
タ
ナ
ク
ィ

ル
は
、
も
は
や
女
神
と
し
て
で
は
な
く
、
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク
ス
の
妻
と
し
て
、
後
世
の
ロ
ー
マ
女
性
の
婦
徳
の
鑑
と
な
り
崇

拝
の
対
象
と
な
る
。
不
死
な
る
女
神
か
ら
、
死
す
べ
き
人
間
の
妻
と
な
る
。
宗
教
的
神
話
か
ら
政
治
的
―
歴
史
的
神
話
と
な
る
。
ロ
ー
マ

は
あ
ら
ゆ
る
宗
教
思
想
を
排
除
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ロ
ー
マ
は
そ
れ
を
制
限
し
、
従
属
的
な
地
位
に
置
い
た
。
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
そ
の

宗
教
的
性
格
を
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
に
移
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
そ
の
本
来
の
形
姿
は
も
は
や
宗
教
的
崇
拝
を
受
け
な
く
な
る
。
し
か
し
ま
さ

に
こ
の
よ
う
な
神
性
の
転
換
と
捨
象
、
人
格
化
の
な
か
に
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
ま
っ
た
く
非
歴
史
的
で
宇
宙
論
的
生
活
観
―
―
オ
リ

エ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
ギ
リ
シ
ア
す
ら
も
そ
う
で
あ
る
―
―
に
対
し
て
、
世
界
を
歴
史
と
し
て
考
察
す
る
思
考
法
の
登
場
を
見
出
し
て
い

る
（cf.

B
d.

6
,

S.46

）。
こ
の
こ
と
は
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
と
っ
て
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
研
究
の
第
二
の
重
要
な
成
果
で
あ
る
。
歴
史
的
思

考
法
に
よ
る
自
然
神
話
的
思
考
法
の
克
服
と
倫
理
的
生
活
観
に
よ
る
自
然
拘
束
的
生
活
観
の
克
服
は
密
接
に
連
関
す
る
。
両
者
は
同
じ
一

つ
の
過
程
の
両
面
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
同
じ
よ
う
に
、
非
物
質
的
﹇
＝
精
神
的
﹈
父
性
原
理
が
主
要
な
原
理
で
あ
る
よ
う
に
見

え
る

（
５
）

。
ロ
ー
マ
の
神
話
伝
承
は
そ
う
し
た
視
点
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
。
タ
ナ
ク
ィ
ル
像
の
ロ
ー
マ
的
変
遷
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
な
か
で
、

ロ
ー
マ
の
伝
承
と
オ
リ
エ
ン
ト
の
さ
ま
ざ
ま
な
神
話
・
伝
承
と
の
対
応
関
係
が
い
か
に
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る

か
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、
ル
ク
モ
＝
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク
ス
と
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
の
ロ
ー
マ
王
即
位
を
め
ぐ
る
ロ
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ー
マ
の
伝
説
、
次
い
で
、
ア
ジ
ア
＝
オ
リ
エ
ン
ト
の
神
話
・
伝
説
、
両
者
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

し
た
い

（
６
）

。

一
　
「
王
権
を
付
与
す
る
女
性
」
論

１
　
ル
ク
モ
＝
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク
ス
即
位
伝
説

バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
『
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
伝
承
』
の
冒
頭
で
、
ま
ず
、
リ
ウ
ィ
ウ
ス
『
ロ
ー
マ
建
国
史

（
７
）

』
に
お
け
る
タ
ナ
ク
ィ
ル
関
連
の

記
事
か
ら
、
ル
ク
モ
＝
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク
ス
の
ロ
ー
マ
王
即
位
に
至
る
経
緯
を
、
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

「
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
王
統
史
に
よ
れ
ば
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
、
ま
ず
デ
マ
ラ
ト
ス
の
子
ル
ク
モ
―
―
ロ
ー
マ
王
と
し
て
は
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ

ス
・
プ
リ
ス
ク
ス
と
名
乗
る
―
―
と
の
関
連
で
登
場
す
る
。
彼
女
は
、
故
郷
タ
ル
ク
ィ
ニ
イ
の
最
上
流
の
家
柄
の
出
で
、
コ
リ
ン
ト
ス
か

ら
の
亡
命
者
の
唯
一
の
相
続
人
﹇
ル
ク
モ
﹈
と
結
婚
す
る
。
し
か
し
同
じ
身
分
の
者
た
ち
か
ら
外
来
者
の
妻
と
な
っ
た
自
分
に
対
す
る
屈

辱
に
耐
え
ら
れ
ず
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
夫
に
ロ
ー
マ
へ
の
移
住
を
勧
め
る
。
そ
こ
で
は
、
サ
ビ
ニ
人
の
タ
テ
ィ
ウ
ス
が
王
に
な
り
、
ク
レ
ス

出
身
の
ヌ
マ
が
王
に
招
か
れ
、
サ
ビ
ニ
人
を
母
と
す
る
ア
ン
ク
ス
が
王
が
と
な
っ
て
い
る
、
と
。
す
べ
て
に
お
い
て
行
動
の
切
っ
掛
け
を

与
え
る
の
は
タ
ナ
ク
ィ
ル
で
あ
る
。
彼
女
は
移
住
の
決
断
を
夫
に
迫
り
、
新
し
い
故
郷
の
選
択
を
決
め
る
。
ヤ
ニ
ク
ル
ム
の
丘
で
到
来
者

た
ち
を
驚
か
せ
る
不
思
議
な
鳥
の
出
現
し
た
さ
い
に
、
こ
と
の
次
第
を
悟
り
、
助
言
と
勧
告
に
よ
っ
て
主
導
権
を
発
揮
す
る
の
も
タ
ナ
ク

ィ
ル
で
あ
る
。
予
兆
は
た
し
か
に
ル
キ
ウ
ス
に
送
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
帽
子
は
ル
キ
ウ
ス
の
頭
を
離
れ
て
ふ
た
た
び
も
と
に
戻
さ
れ
る
。

し
か
し
予
兆
の
意
味
を
悟
の
は
一
人
タ
ナ
ク
ィ
ル
だ
け
で
あ
る
。
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
神
の
使
者
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
夫
を
抱
き
し
め
て
、

そ
の
輝
け
る
素
晴
ら
し
い
運
命
を
約
束
す
る
。
こ
の
場
面
に
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
登
場
が
意
味
深
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
、
彼
女
が
突
然
姿
を
消
し
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て
し
ま
う
こ
と
も
い
っ
そ
う
注
目
さ
れ
る
。
ア
ン
ク
ス
王
の
都
に
初
め
て
迎
え
ら
れ
る
と
き
も
、
ロ
ー
マ
王
即
位
の
と
き
に
も
、
公
的
生

活
の
何
ら
か
の
事
蹟
に
も
、
も
は
や
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
名
前
は
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
。」（B

d.6
.S.55

）

バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
記
事
か
ら
二
点
に
注
目
し
て
い
る
。

１
　
ロ
ー
マ
移
住
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
の
は
タ
ナ
ク
ィ
ル
で
あ
る
。
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
、
亡
命
し
て
来
た
外
来
者
の
子
と
し
て
蔑
ま
れ
た

人
物
﹇
ル
ク
モ
﹈
と
の
結
婚
に
よ
っ
て
周
囲
か
ら
蔑
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
そ
こ
で
タ
ル
ク
ィ
ニ
イ
を
去
る
こ
と
、
移
住
先
と
し
て
は

ロ
ー
マ
が
理
想
で
あ
る
こ
と
を
語
る
。
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
よ
れ
ば
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
こ
の
決
断
を
夫
に
「
迫
り
」（auferlegen

）、
新
し

い
故
郷
の
選
択
を
「
決
め
る
」（bestim

m
en

）。

２
　
ロ
ー
マ
に
到
着
し
、
ヤ
ニ
ク
ル
ム
丘
で
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
だ
け
が
鳥
の
予
兆
の
意
味
を
悟
る
。
鳥
の
予
兆
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
の

は
、
予
兆
が
送
ら
れ
た
ル
ク
モ
で
は
な
く
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
が
ル
ク
モ
に
対
し
て
「
優
越
的
な
立
場
」
に
立
っ
て
お
り
、
原
動
力
と
な
っ
て
、
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス

が
最
終
的
に
ロ
ー
マ
で
王
位
に
就
く
の
は
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
力
に
負
っ
て
い
る
。

バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
こ
の
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
箇
所
の
解
釈
を
出
発
点
と
し
て
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
伝
説
論
を
展
開
し
て
い
く
。
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ

ン
の
こ
う
し
た
解
釈
に
つ
い
て
、
批
判
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
オ
ッ
ト
ー
・
ヴ
ァ
ル
タ
ー
の
神
話
学
の
系
譜
に
属
す
る
、
オ

イ
イ
ン
グ
（E
uing

）
は
、『
タ
ナ
ク
ィ
ル
伝
説
論
』（
一
九
三
三
年

（
８
）

）
に
お
い
て
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
タ
ナ
ク
ィ
ル
論
の
問
題
点
を
指

摘
し
て
い
る

（
９
）

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
さ
き
の
二
点
は
、
男
性
﹇
夫
﹈
と
女
性
﹇
妻
﹈
の
対
立
に
よ
っ
て
理
解
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
男
性
﹇
夫
﹈
の
た
め
に
、
女
性
﹇
妻
﹈
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
ま
さ
に
女
性
﹇
妻
﹈
で
あ
る
が
ゆ
え
に

鳥
の
予
兆
の
意
味
を
解
い
て
み
せ
た
と
さ
れ
る
。
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
男
性
﹇
夫
﹈
に
決
断
を
「
迫
り
」、
移
住
先
の
選
択
を
「
決
め



広島法学　32 巻１号（2008 年）－6

る
」
タ
ナ
ク
ィ
ル
に
、
男
性
を
支
配
す
る
女
性
と
い
う
類
型
を
認
め
る
。
つ
ま
り
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
と
っ
て
、
た
し
か
に
こ
れ
ら
の

事
象
は
「
母
権
制
」
的
な
状
況
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
る
。

オ
イ
イ
ン
グ
に
よ
る
と
、
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
当
該
箇
所
は
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。

ル
ク
モ
＝
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク
ス
に
注
目
す
る
と
、
①
　
そ
の
母
は
タ
ル
ク
ィ
ニ
イ
の
人
で
あ
り
、
父
親
の
デ
マ
ラ
ト
ス
は

コ
リ
ン
ト
ス
か
ら
の
亡
命
者
で
あ
る
。
タ
ル
ク
ィ
ニ
イ
の
町
で
は
、
プ
リ
ス
ク
ス
は
、「
外
来
者
の
血
筋
の
出
」（peregrina

stirpe

oriundus
:

L
iv.1 ,34 ,1

）、「
亡
命
の
外
来
者
の
子
」（exule
advena

ortus
:

L
iv.1 ,34 ,5

）
と
し
て
蔑
ま
れ
た
。
母
権
制
の
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
母
方
の
血
筋
が
子
ど
も
の
身
分
に
決
定
的
で
あ
る
と
す
る
と
、
プ
リ
ス
ク
ス
に
対
す
る
蔑
み
は
理
解
で
き
な
い
。
母
権
制
の
も
と

で
、
父
親
が
外
来
者
で
あ
る
こ
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
母
親
が
エ
ト
ル
リ
ア
の
血
筋
で
あ
れ
ば
、
プ
リ
ス
ク
ス
は
む
し

ろ
尊
重
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
②
　
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク
ス
の
父
親
は
死
ぬ
直
前
に
息
子
を
全
財
産
の
相
続
人
と
し

た
。
母
親
に
つ
い
て
は
言
及
は
な
い
。
母
権
制
で
あ
れ
ば
、
財
産
は
母
親
の
手
で
管
理
さ
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
遺
言
す
る
の
は
母
親
の
方

で
あ
る
。
③
　
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク
ス
は
、
典
型
的
な
男
性
的
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
彼
は
「
富
裕
の
ゆ
え
に
力
を
得
た
不
屈

の
人
物
ル
ク
モ
が
ロ
ー
マ
に
移
住
し
て
き
た
。
と
く
に
大
き
な
名
誉
を
熱
望
し
て
熄
ま
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
得
る
機
会
は
タ
ル
ク
ィ
ニ

イ
市
に
は
な
か
っ
た
」（L

iv.
1 ,
34 ,
1

）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
が
ロ
ー
マ
移
住
を
決
断
す
る
際
に
、
権
力
欲
や

名
誉
欲
に
訴
え
か
け
た
の
も
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
支
配
欲
や
権
力
欲
は
彼
を
し
て
母
の
故
郷
に
安
楽
に
生
活
す
る
と

い
う
気
持
ち
を
生
じ
さ
せ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
を
「
た
か
だ
か
母
方
の
祖
国
で
し
か
な
っ
た
」
と
言
う
だ

け
で
、
容
易
に
説
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
は
ロ
ー
マ
で
ア
ン
ク
ス
王
の
死
後
民
会
を
召
集
し
て
王
に
選
ば
れ

る
が
、
そ
の
際
に
は
タ
ナ
ク
ィ
ル
に
つ
い
て
は
何
ら
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
す
べ
て
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
自
身
の
仕
事
で
あ
る
。
タ
ル

ク
ィ
ニ
ウ
ス
は
、
決
断
に
あ
た
っ
て
女
性
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
だ
け
の
男
性
で
は
な
い

（
10
）

。
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そ
の
一
方
で
、
①
　
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
、
リ
ウ
ィ
ウ
ス
で
は
「
最
上
流
の
出
で
、
自
分
の
生
ま
れ
つ
い
た
身
分
よ
り
卑
し
い
と
こ
ろ
へ
嫁

い
だ
ま
ま
、
そ
れ
な
り
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
る
。
母
権
制
の
も
と
で
あ
れ
ば
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
出
自
や
身
分
は
外
来
者
と
の

結
婚
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
。
②
　
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
ル
ク
モ
の
家
に
嫁
い
だ
（innupsisset<innubere

L
iv,1 ,34 ,4

）。
父
権
制
の
も
と

で
の
み
、
女
性
が
結
婚
に
よ
っ
て
実
家
を
離
れ
て
、「
嫁
ぐ
」
こ
と
な
る
。
③
　
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
「
母
国
に
対
す
る
生
来
の
愛
着
を
忘
れ
、

一
途
に
夫
の
栄
達
を
見
ん
も
の
と
、
タ
ル
ク
ィ
ニ
イ
市
か
ら
移
住
す
る
こ
と
を
相
談
し
た
」（L

iv.
1 ,
34 ,
5

）。
タ
ナ
ク
ィ
ル
が
、
故
郷
を

捨
て
、
親
類
縁
者
と
の
関
係
を
絶
ち
、「
一
途
に
夫
の
栄
達
を
夢
み
る
」
姿
は
、
国
家
生
活
を
支
配
し
王
権
を
付
与
す
る
女
性
像
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
故
郷
を
捨
て
て
ま
で
も
何
ご
と
に
も
夫
の
幸
運
と
名
誉
と
を
大
事
と
思
う
夫
に
従
属
す
る
女

性
像
を
示
し
て
い
る
。「
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
み
る
と
、
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
叙
述
は
母
権
制
的
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
厳
格
に
父
権
制
的
な

状
況
を
示
し
て
い
る

（
11
）

」、
と
、
オ
イ
イ
ン
グ
は
指
摘
す
る
。

オ
イ
イ
ン
グ
の
指
摘
は
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
が
リ
ウ
ィ
ウ
ス
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
オ
イ
イ
ン
グ

に
よ
れ
ば
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
タ
ナ
ク
ィ
ル
像
は
、
①
　
タ
ル
ク
ィ
ニ
イ
市
か
ら
ロ
ー
マ
へ
の
移
住
の
決
断
は
タ
ナ
ク
ィ
ル
に
主
導
権

が
あ
る
、
②
　
タ
ナ
ク
ィ
ル
だ
け
が
鳥
の
予
兆
の
意
味
を
悟
る
こ
と
が
で
き
た
さ
れ
る
と
い
う
二
点
か
ら
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
バ
ハ

オ
ー
フ
ェ
ン
が
い
う
よ
う
に
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
が
ル
ク
モ
に
決
断
を
「
迫
っ
た
」
と
い
う
の
は
、「
読
み
込
み
」
に
す
ぎ
る
。
む
し
ろ
ロ
ー

マ
で
は
、
ヌ
マ
や
ア
ン
ク
ス
と
い
っ
た
歴
代
の
王
が
ロ
ー
マ
以
外
か
ら
迎
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を
つ
け
て
、
説
得

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
側
に
一
方
的
に
そ
の
決
断
へ
の
主
導
権
が
あ
っ
た
と
い
え
な
い

（
12
）

。
鳥
の
予
兆
を

め
ぐ
っ
て
も
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
だ
け
が
鳥
の
予
兆
の
意
味
を
悟
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
女
性
だ
け
が
男
性
と
比
較
し
て
奇

蹟
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（B

d.
6

.
S.
55

）
と
結
論
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
理
解
も
「
重
大
な
解
釈
の
誤
り
」
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
、
と
さ
れ
る

（
13
）

。
リ
ウ
ィ
ウ
ス
で
は
、「
こ
の
鳥
の
予
兆
を
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
大
喜
び
で
受
け
と
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
彼
女
は
、
エ
ト
ル



広島法学　32 巻１号（2008 年）－8

リ
ア
人
一
般
の
例
に
洩
れ
ず
（utvulgo

E
trusci

）、
天
来
の
変
異
に
よ
く
通
じ
た
女
性
だ
っ
た
」（L

iv.1 ,34 ,9

）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

本
文
で
は
「
エ
ト
ル
リ
ア
人
一
般
の
例
に
洩
れ
ず
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
エ
ト
ル
リ
ア
に
お
け
る
占
術
が
女
性
の
専
属
管
轄
で
あ
る
と

の
右
の
結
論
を
導
く
は
誤
り
だ
と
い
う
の
で
あ
る
（「
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
女
性
形
のE

truscae

と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
」）。

も
ち
ろ
ん
オ
イ
イ
ン
グ
の
よ
う
な
理
解
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
こ
の
点
で
は
オ
イ
イ
ン
グ
の
方
に
「
読
み

込
み
」
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
本
文
中
で
「
こ
の
女
性
」
＝
タ
ナ
ク
ィ
ル
と
「
男
性
」
＝
ル
ク
モ
の
対
照
を
言
い
換

え
て
い
る
だ
け
で
、
必
ず
し
も
女
性
一
般
に
敷
衍
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
リ
ウ
ィ
ウ
ス
を
正
確
に
読

ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
無
理
に
結
論
を
導
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
た
し
か
に
オ
イ
イ
ン
グ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
リ
ウ

ィ
ウ
ス
自
体
に
、「
王
権
を
付
与
す
る
タ
ナ
ク
ィ
ル
」
に
つ
い
て
、
明
確
に
言
及
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
鳥
の
予

兆
を
解
釈
し
、
ル
ク
モ
に
神
の
恩
寵
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
だ
け
で
あ
る
。
リ
ウ
ィ
ウ
ス
に
は
「
母
権
制
的
な
状
況
」
の
痕
跡
は
い
さ

さ
か
も
見
出
さ
れ
な
い
と
も
言
わ
れ
る
。
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
「
女
性
指
向
的
な
文
化
の
象
徴
」
で
は
な
く
、
予
兆
に
精
通
し
た
タ
ル
ク
ィ
ニ

ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク
ス
の
妻
で
、
そ
の
脇
で
助
言
を
通
じ
て
夫
に
従
属
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

（
14
）

。
そ
の
よ
う
に
読
む
の
が
「
素
直

だ
」
と
オ
イ
イ
ン
グ
は
言
う
の
で
あ
る
が
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
が
そ
こ
か
ら
展
開
し
た
タ
ナ
ク
ィ
ル
を
め
ぐ
る
独
自
の
神
話
論
の
特
質
を

む
し
ろ
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
15
）

。
そ
こ
で
、
次
に
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
に
よ
る
王
権
獲
得
に
か
か
わ
る

伝
説
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

２
　
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
の
出
自
及
び
即
位
伝
説

セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
の
ロ
ー
マ
王
即
位
に
ま
つ
わ
る
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
記
事
に
つ
い
て
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
以
下
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。
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「
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
伝
承
が
か
の
エ
ト
ル
リ
ア
女
性
﹇
タ
ナ
ク
ィ
ル
﹈
を
ふ
た
た
び
想
起
す
る
と
き
、
か
の
女
性
と
関
係
す
る
の
も
新
し

い
王
で
あ
る
。
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
に
対
し
て
も
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
、
先
行
者
﹇
ル
ク
モ
﹈
に
対
す
る
の
と
同
様
の
立
場
に
立

っ
て
い
る
。
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
も
、
自
ら
の
ロ
ー
マ
王
即
位
を
、
先
王
に
よ
り
よ
き
運
命
へ
の
道
を
開
い
た
の
と
同
じ
女
性

の
洞
察
、
助
言
、
勧
告
に
負
っ
て
い
る
。
二
つ
の
瞬
間
に
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
新
し
い
寵
児
の
運
命
に
決
定
的
に
介
入
す
る
。
タ
ナ
ク
ィ
ル

は
、
幼
児
ト
ゥ
リ
ウ
ス
の
頭
上
で
火
が
燃
え
盛
ろ
う
と
し
た
と
き
水
で
消
そ
う
と
突
然
入
っ
て
き
た
侍
女
を
制
止
し
、
子
供
の
眠
り
を
守

っ
た
。
彼
女
だ
け
が
す
べ
て
の
者
た
ち
の
中
で
た
だ
一
人
聖
な
る
徴
を
認
識
し
、
ふ
た
た
び
呼
び
出
さ
れ
、
王
で
あ
る
夫
に
そ
の
意
味
と
、

み
す
ぼ
ら
し
い
な
り
の
幼
児
の
崇
高
な
定
め
に
よ
り
い
つ
の
日
か
エ
ト
ル
リ
ア
王
家
の
ロ
ー
マ
に
お
け
る
王
座
を
救
う
と
い
う
そ
の
使
命

を
明
ら
か
に
す
る

（
16
）

。
タ
ナ
ク
ィ
ル
が
二
度
目
に
登
場
す
る
の
は
、
こ
の
幼
児
期
の
啓
示
が
実
現
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
年
老
い
た
夫
を
暗

殺
し
よ
う
と
し
た
ア
ン
ク
ス
王
の
息
子
た
ち
か
ら
支
配
権
を
奪
い
、
娘
婿
の
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
に
渡
す
の
も
タ
ナ
ク
ィ
ル
で
あ
る
。
不
意
の

襲
撃
に
も
彼
女
は
集
中
力
を
と
ぎ
ら
せ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
ち
に
王
宮
の
扉
を
閉
じ
さ
せ
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
者
た
ち
を
遠
ざ
け
、

ま
だ
王
に
回
復
の
見
込
み
が
あ
る
か
の
よ
う
に
、
傷
の
治
療
の
た
め
に
奔
走
し
、
そ
の
後
彼
女
は
急
い
で
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
を
呼
び
よ
せ
、

か
つ
て
彼
の
頭
を
包
ん
だ
聖
な
る
炎
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
王
宮
の
上
の
階
の
新
道

ノ
ア
・
ウ
ィ
アに

面
し
た
窓
か
ら
民
衆
を
鎮
め
る
べ
く
、
驚
く
べ

き
言
葉
で
、
夫
の
唯
一
の
代
理
人
と
し
て
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
を
推
挙
し
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
、
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
家
の
養
嗣
子
に
ア

ン
ク
ス
の
息
子
た
ち
に
対
す
る
勝
利
と
ロ
ー
マ
の
王
位
を
も
た
ら
す

（
17
）

。
そ
れ
に
よ
っ
て
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
役
割
は
終
わ
る
。
タ
ナ
ク
ィ
ル
は

先
代
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
王
の
物
語
と
同
様
に
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
物
語
か
ら
完
全
に
そ
の
姿
を
消
す
。
ル
キ
ウ
ス
と
ア
ル
ン
ス
と
い
う
彼

女
の
二
人
の
息
子
と
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
二
人
の
娘
た
ち
と
の
結
婚
に
も
寵
児
の
事
蹟
に
も
何
ら
加
わ
る
こ
と
も
な
く
、
こ
の
有
名
な
女

性
の
そ
の
後
の
運
命
と
死
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。」（B

d.6
,S.55 -56

）
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バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
記
事
に
基
づ
い
て
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
と
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

二
点
を
強
調
す
る
。
①
　
幼
い
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
が
王
宮
で
眠
っ
て
い
る
と
き
に
現
れ
た
炎
の
啓
示
に
よ
っ
て
、
そ
の
将
来

を
予
言
す
る
。
②
　
プ
リ
ス
ク
ス
王
の
暗
殺
事
件
に
際
し
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
、
プ
リ
ス
ク
ス
王
存
命
を
装
い
つ
つ
、
娘
婿
の
セ
ル
ウ
ィ
ウ

ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
の
即
位
の
た
め
に
奔
走
し
、
王
宮
の
上
階
の
窓
か
ら
民
衆
に
向
か
っ
て
新
王
即
位
の
正
統
性
を
自
ら
語
り
か
け
る
。
こ

の
二
つ
の
瞬
間
だ
け
に
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
登
場
し
、
そ
れ
以
後
一
切
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
タ
ナ
ク
ィ
ル
に
つ
い
て
、
プ
リ
ス
ク
ス
に

ま
つ
わ
る
鳥
の
予
兆
と
王
権
の
約
束
以
後
の
突
然
の
沈
黙
と
同
じ
く
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
の
即
位
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

な
が
ら
、「
以
後
の
運
命
と
死
に
つ
い
て
同
様
の
沈
黙
」（B

d.
6

,
S

.
57

）
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
物
語
の
中
で
、
何
ら
語
ら
れ
な
い

「
沈
黙
」
が
く
り
か
え
し
強
調
さ
れ
る
。

リ
ウ
ィ
ウ
ス
と
と
も
に
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
と
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
細
に
伝
え
る
の
は
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ

オ
ス
・
ハ
リ
カ
ル
ナ
ソ
ス
の
記
事
で
あ
る

（
18
）

。
こ
れ
は
、
リ
ウ
ィ
ウ
ス
と
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
そ
の
異
同
に
つ
い
て
、
二
点
だ

け
触
れ
て
お
く
。
リ
ウ
ィ
ウ
ス
は
、
フ
ァ
ビ
ウ
ス
・
ピ
ク
ト
ル
そ
の
他
の
年
代
記
作
家
に
よ
り
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
を
、
ア
ル
ン
ス
と
後
の
ロ

ー
マ
王
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
ス
ペ
ル
ブ
ス
の
母
と
す
る

（
19
）

が
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
は
、
ル
キ
ウ
ス
・
ピ
ソ
・
フ
ル
ギ
に
よ
り
一
親
等
引
き

下
げ
て
、
二
人
を
孫
と
し
て
い
る

（
20
）

。
現
存
し
な
い
物
語
作
家
に
依
っ
て
、
竈
に
現
れ
た
陽
根
に
よ
る
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
の
出

生
譚
と
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
関
わ
り
を
伝
え
て
い
る

（
21
）

が
、
こ
れ
は
、
リ
ウ
ィ
ウ
ス
で
は
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い

（
22
）（cf.B

d.6
,S.57

）。

リ
ウ
ィ
ウ
ス
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
以
外
で
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
が
言
及
し
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
簡
単
に
一
覧
し
て
お
く
。
ま
ず
、

キ
ケ
ロ
『
国
家
に
つ
い
て
』（
２
・
34
―
38
）
で
は
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い

（
23
）

。
碑
文
資
料
で
あ
る
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
の

『
ガ
リ
ア
市
民
権
に
関
す
る
演
説
』（
紀
元
四
八
年
）
で
も
、
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク
ス
と
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
の
出
自

と
即
位
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
へ
の
言
及
は
な
い

（
24
）

。
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
、「
ロ
ー
マ
問
題
」、「
女
列
伝
」「
ロ
ー
マ
人
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の
運
命
」
で
は
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
と
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
関
係
と
し
て
、
幼
少
期
の
火
の
兆
し
と
即
位
の
予
言
の
ほ
か
に
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
が
死

に
臨
ん
で
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
に
王
位
に
留
ま
り
、
ロ
ー
マ
古
来
の
体
制
を
維
持
す
る
よ
う
誓
い
を
立
て
さ
せ
た
こ
と
へ
の
言
及
が
あ
る（

25
）

（cf.B
d.6

.S.57 -58

）

バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
時
代
的
に
新
し
い
こ
と
も
あ
る
文
献
資
料
に
加
え
て
、
エ
ト
ル
リ
ア
の
「
フ
ラ
ン
ソ
ワ
の
墓

（
26
）

」
の
名
前
で
も
知

ら
れ
る
ヴ
ル
チ
の
地
下
墓
室
の
図
像
画
に
つ
い
て
言
及
す
る
（cf.B

d.
6

,S.58 f.

）。「
フ
ラ
ン
ソ
ワ
の
墓
」
は
、
一
八
五
七
年
四
月
に
ト

ス
カ
ー
ナ
人
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
に
よ
り
発
見
さ
れ
発
掘
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
発
掘
事
業
を
経
済
的
に
支
え
た
フ
ラ
ン
ス
人

の
東
洋
学
者
・
考
古
学
者
の
ア
ド
ル
フ
・
ノ
エ
ル
・
デ
・
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
ー

（
27
）

は
そ
の
学
術
的
成
果
の
公
表
権
を
独
占
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
。
こ
の
墓
絵
に
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
が
注
目
す
る
の
は
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
人
物
像
が
、
先
に
挙
げ
た
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
の
演
説
に
も
登

場
す
る
マ
ス
タ
ル
ナ
（M

astarna

）
と
そ
の
戦
友
カ
エ
レ
ス
・
ウ
ィ
ベ
ン
ナ
（C

aeles
V

ibenna

あ
る
い
は
ウ
ィ
ウ
ェ
ン
ナV

ivenna

）
と

一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
名
前
を
記
さ
れ
た
二
人
一
組
の
人
物
の
動
き
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
組
が
、
裸
の

caile
vipinas

が
紐
で
縛
ら
れ
た
両
手
を
前
に
差
し
出
し
、
裸
のm

acstarna

が
そ
の
紐
を
剣
で
断
ち
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
マ
ス
タ

ル
ナ
ま
た
は
マ
ク
ス
タ
ル
ナ
は
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
の
演
説
に
あ
る
よ
う
に
、
ト
ゥ
リ
ウ
ス
と
同
定
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
タ
ナ

ク
ィ
ル
伝
説
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
有
す
る
。
マ
ス
タ
ル
ナ
が
盟
友
ウ
ィ
ベ
ン
ナ
を
、
敵
の
手
か
ら
救
出
す
る
と
い
う
輝

か
し
い
企
図
は
、
こ
の
場
合
も
「
ニ
ケ
ポ
ロ
ス
」
つ
ま
り
「
勝
利
を
愛
す
る
」
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
恩
寵
で
あ
り
、「
こ
の
絵
の
血
な
ま
ぐ
さ

い
状
況
の
中
で
の
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
登
場
は
そ
れ
以
外
の
解
釈
を
許
さ
な
い
」（B

d.
6

,S.58

）、
ま
た
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
も
タ
ナ
ク
ィ
ル
も

と
も
に
エ
ト
ル
リ
ア
出
自
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
、
と
さ
れ
る
（ibid.

）。
こ
の
絵
の
描
か
れ
た
墓
は
エ
ト
ル
リ
ア
芸
術
の
作
品

で
あ
り
、
画
家
が
個
々
の
人
物
を
表
す
の
に
用
い
る
文
字
も
エ
ト
ル
リ
ア
文
字
で
あ
る
。
成
立
年
代
も
ロ
ー
マ
建
国
四
七
三
年
を
下
ら
な

い
こ
と
、
イ
リ
ア
ス
の
シ
ー
ン
と
並
ん
で
墓
装
飾
と
し
て
歴
史
的
素
材
の
使
用
は
か
な
り
の
時
間
的
な
経
過
を
前
提
と
す
る
と
、
タ
ナ
ク
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ィ
ル
伝
説
の
最
初
の
形
成
は
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
時
代
を
遠
く
離
れ
な
い
時
代
に
遡
る
と
さ
れ
る

（
28
）

（B
d.6

,S.59

）。

さ
て
こ
う
し
た
集
め
ら
れ
た
資
料
に
認
め
ら
れ
る
タ
ナ
ク
ィ
ル
像
の
最
も
重
要
な
特
徴
は
、
二
人
の
男
性
を
ロ
ー
マ
の
王
位
に
就
け
た

こ
と
で
あ
る
。
タ
ナ
ク
ィ
ル
が
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク
ス
と
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
の
二
人
に
対
す
る
好
意
の
示
し
方
は

多
様
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
表
面
的
な
多
様
性
の
背
後
に
、
単
純
な
根
本
原
理
が
あ
る
。「
二
人
の
王
冠
は
女
性
の
賜
物
」（B

eide

K
ronen

sind
des

W
eibes

G
abe

）（B
d.

6
.

S.
59 （

29
）

）。
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
は
異
邦
の
人
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
ロ
ー
マ
の
王
と
な
る
。
セ
ル

ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
は
、
奴
隷
身
分
の
母
か
ら
生
ま
れ
、
自
ら
も
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
家
の
奴
隷
と
し
て
の
境
遇
か
ら
、
ロ
ー
マ
の
王

と
な
る
。
不
遇
な
境
遇
か
ら
頂
点
を
極
め
る
逆
転
、
変
化
を
も
た
ら
す
の
が
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
力
で
あ
る
。
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク

ス
は
、
ア
ン
ク
ス
王
の
子
等
に
暗
殺
さ
れ
、
そ
の
瞬
間
に
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
手
で
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
は
王
位
に
即
く
。
セ
ル
ウ

ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
は
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
似
姿
ト
ゥ
リ
ア
に
操
ら
れ
た
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
に
殺
さ
れ
、
こ
れ
が
王
位
に
即
く
。
タ
ナ
ク

ィ
ル
は
、
リ
ウ
ィ
ウ
ス
が
「
王
権
の
賦
与
に
、
ま
た
奪
取
に
（dando

adim
edoque

regno

）
何
ら
影
響
力
を
ふ
る
え
な
い
と
し
た
ら

（
30
）

」
と

ト
ゥ
リ
ア
に
語
ら
せ
る
二
重
性
を
体
現
し
て
い
る
。
敵
対
す
る
二
つ
の
王
家
の
唯
一
の
結
節
点
が
タ
ナ
ク
ィ
ル
で
あ
り
、
歴
史
の
中
の
タ

ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
家
と
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
と
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
。
こ
の
よ
う
に
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
タ
ナ
ク
ィ
ル
神
話
の

解
釈
は
、
歴
史
解
釈
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
リ
ウ
ィ
ウ
ス
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
ら
の
ロ
ー
マ
史
家
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
初
期
ロ
ー
マ

の
歴
史
の
背
後
に
、
エ
ト
ル
リ
ア
人
に
よ
る
支
配
の
事
実
が
覆
い
隠
さ
れ
て
い
る
と
も
見
え
る
。
ル
ク
モ
＝
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ク

ス
が
コ
リ
ン
ト
人
を
父
と
す
る
と
い
っ
た
伝
承
は
、
ロ
ー
マ
人
の
先
祖
を
ア
エ
ネ
ア
ス
と
す
る
紀
元
前
後
の
歴
史
家
の
手
法
と
同
様
で
も

あ
る

（
31
）

。
ル
ク
モ
自
体
、
エ
ト
ル
リ
ア
語
で
「
王
」
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る

（
32
）

。
あ
る
い
は
出
生
地
を
示
す
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
の
姓
な
ど
は
、

初
期
ロ
ー
マ
の
エ
ト
ル
リ
ア
人
に
よ
る
支
配
が
ロ
ー
マ
史
家
の
記
述
の
中
に
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
王
朝
時
代
に
ロ
ー
マ
に
流
入
し
た
エ
ト
ル

リ
ア
文
明
の
あ
と
を
想
起
さ
せ
る

（
33
）

。
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
ロ
ー
マ
史
家
の
記
述
を
読
み
取
る
手
掛
か
り
を
、
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ロ
ー
マ
に
お
け
る
タ
ナ
ク
ィ
ル
像
の
変
遷
観
点
か
ら
示
し
て
見
せ
た
。
以
上
『
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
伝
承
』
で
提
示
さ
れ
る
「
王
権
を
賦
与
す

る
女
性
」
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
次
に
、
ヘ
タ
イ
ラ
＝
娼
婦
的
な
性
格
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
と
の
関
係
を
含
め
た
、
バ
ハ

オ
ー
フ
ェ
ン
の
全
体
的
な
構
想
に
つ
い
て
の
分
析
に
移
る
こ
と
に
し
た
い
。（
未
完
）

（
１
）

J.
J.

B
achofen,

D
ie

Sage
von

T
anaquil,

E
ine

U
ntersuchung

über
den

O
rientalism

us
in

R
om

und
Italien,

in
:

J.
J.

B
achofens

G
esam

m
elte

W
erk,

B
d.

6
,

B
asel,

1951
（
以
下
、
引
用
は
本
文
中
に
全
集
の
巻
数
と
頁B

d.
6

.
S.
1

な
ど
と
し
て
表
記
す
る
）。
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
他
の
著
作
か
ら
の
引
用

も
同
じ
。
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
つ
い
て
は
、
吉
原
・
平
田
・
春
山
訳
『
母
権
制
』
上
・
下
巻
、
白
水
社
・
一
九
九
二
―
九
三
年
、
吉
原
訳
『
母
権
制
序
説
』

筑
摩
書
房
・
二
〇
〇
二
年
、
平
田
・
吉
原
訳
『
古
代
墳
墓
象
徴
試
論
』
作
品
社
・
二
〇
〇
四
年
所
掲
の
上
山
安
敏
民
に
よ
る
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）

吉
原
達
也
「
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
お
け
る
神
話
・
伝
説
・
歴
史
―
―
『
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
伝
承
』
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
広
島
法
学
第
三
一
巻
四
号
（
二
〇
〇

八
年
）
一
六
七
頁
以
下
。

（
３
）

エ
ト
ル
リ
ア
に
関
す
る
文
献
は
多
い
。
平
田
隆
一
『
エ
ト
ル
リ
ア
国
制
の
研
究
』
南
窓
社
・
一
九
八
二
年
、「
ア
テ
ネ
僭
主
政
と
ロ
ー
マ
後
期
王
政
（
そ

の
２
）
―
―
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク
ス
の
王
政
の
構
造
を
中
心
と
し
て
―
―
」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
』（
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
文
化
論
講
座
）
創
刊
号
（
一
九
九
六
）、
四
一
―
六
八
頁
、
同
「
ア
テ
ネ
僭
主
政
と
ロ
ー
マ
後
期
王
政
（
そ
の
３
）
―
―
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス

王
の
出
自
・
即
位
・
王
権
の
性
格
―
―
」『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』（
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
）
第
四
号
（
一
九
九
六
）、
一
頁
―
一
六
頁
、
同

ア
テ
ネ
僭
主
政
と
ロ
ー
マ
後
期
王
政
（
そ
の
４
）
―
―
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
の
王
政
の
構
造
」『
国
際
文
化
研
究
』（
東
北
大
学
国
際
文
化
学
会
）

三
（
一
九
九
六
）、
七
一
―
八
五
頁
（
以
上
2
〜
4
と
し
て
引
用
）、
同
「
ロ
ー
マ
共
和
政
国
家
と
エ
ト
ル
ス
キ
宗
教
―
研
究
ノ
ー
ト
か
ら
―
」
東
北
大
学
教

養
部
紀
要
第
四
一
号
（
一
九
八
四
）、
二
一
四
―
二
三
四
頁
な
ど
。H

.H
.Scullard,T

he
E

truscan
C

ities
and

R
om

e,Ithaca,N
ew

Y
ork,1967 /1979 .

（
４
）

以
上
の
記
述
に
つ
き
、
吉
原
・
前
掲
・
一
七
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
５
）

A
ndreas

C
esana,

Johann
Jakob

B
achofens

G
eschichtsdeutung,

E
ine

U
ntersuchung

ihrer
geschichtsphilosophischen

V
oraussetzungen,

1983 ,

B
asel,S.86 ff.

（
モ
ム
ゼ
ン
『
ロ
ー
マ
史
』
と
『
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
伝
承
』
の
方
法
的
差
違
に
つ
い
て
。）

（
６
）

M
arie

T
heres

F
ögen,

R
öm

ische
R

echtsgeschichten,
Ü

ber
U

rsprung
und

E
volution

eines
sozialen

S
ystem

s,
G

öttingen
2003 .

cf.
R

oy
G

arré,

D
ivagazionibachofeniane

sulle
“R

öm
ische

R
echtsgeschichten „

diM
arie

T
heres

Fögen,in:http://w
w

w
.forhistiur.de

/zitat/0501 garré.htm
.

同
書
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は
「L

ucretia-B
rutus

―
ロ
ー
マ
共
和
政
の
起
源
」「V

erginia-A
ppius

C
laudius

D
ecem

vir

―
法
の
起
源
」「G

naevus
Flavius-A

ppius
C

laudius
C

aecus-

法
の
閉
鎖
と
開
示
」「C

orncanius,
C

ato
&

C
o.

―
法
の
展
開
」「L

abeo-A
ugustus

―
法
の
自
律
」
と
い
っ
た
章
立
て
に
な
っ
て
お
り
、
ロ
ー
マ
法
の
「
物

語
」（G

eschichten

）
と
い
う
観
点
か
ら
、「
一
つ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
起
源
と
発
展
」
を
論
じ
て
い
る
。
ル
ー
マ
ン
の
シ
ス
テ
ム
論
の
影
響
を
受
け
た
著
作

と
さ
れ
る
。
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
神
話
論
に
直
接
言
及
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
ガ
ッ
レ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
タ
ナ
ク
ィ
ル
論
理
解

に
有
益
な
示
唆
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、S

tolleis

に
よ
るF

ögen

へ
の
ネ
ク
ロ
ロ
ジ
ー

（http://141 .2 .146 .54
/pdf

/m
arie.theres.foegen.pdf

）
及
び
年
譜
（http://141 .2 .146 .54

/m
itarbeiter

/m
itarbeiterhom

e
/foegen.htm

l

）
も
参
照
さ
れ

た
い
。

（
７
）

L
ivius,

1 ,
34 ,
1 -12

「〔
１
〕
ア
ン
ク
ス
の
治
世
に
、
富
裕
の
ゆ
え
に
力
を
得
た
不
屈
な
人
物
ル
ク
モ
が
ロ
ー
マ
に
移
住
し
て
来
た
。
と
く
に
、
大
き
な
名

誉
を
熱
望
し
て
や
ま
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
得
る
機
会
は
タ
ル
ク
ィ
ニ
イ
市
に
は
な
か
っ
た
―
―
と
い
う
の
は
、
そ
こ
で
も
彼
は
外
来
者
の
血
筋
の
出
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。〔
２
〕
彼
は
コ
リ
ン
ト
ゥ
ス
人
デ
マ
ラ
ト
ゥ
ス
の
息
子
で
あ
っ
た
。
デ
マ
ラ
ト
ゥ
ス
は
内
証
の
た
め
に
故
国
を
去
り
、
た
ま
た
ま
タ
ル

ク
ィ
ニ
イ
市
に
居
を
定
め
た
の
で
、
そ
こ
で
妻
を
姿
り
、
息
子
二
人
を
儲
け
た
。
こ
の
二
人
の
名
は
ル
ク
モ
と
ア
ル
ル
ン
ス
で
あ
っ
た
。
ル
ク
モ
は
父
親
よ

り
生
命
長
ら
え
、
全
財
産
の
相
続
者
と
な
っ
た
。
ア
ル
ル
ン
ス
は
父
親
に
先
ん
じ
、
身
重
の
妻
を
残
し
て
死
ぬ
。〔
３
〕
そ
し
て
、
そ
の
父
親
も
、
息
子
に

先
立
た
れ
た
後
、
長
く
は
生
き
な
い
。
彼
は
、
嫁
が
懐
妊
し
て
い
る
の
を
知
ら
ず
、
遺
言
に
際
し
て
孫
の
こ
と
に
は
思
い
及
ぼ
ず
に
世
を
去
っ
た
の
で
、
祖

父
の
死
後
に
生
ま
れ
、
遺
産
の
分
け
前
に
与
ら
な
か
っ
た
男
の
子
に
は
貧
困
ゆ
え
に
エ
ゲ
リ
ウ
ス
〔
貧
乏
人
〕
と
い
う
名
が
つ
け
ら
れ
た
。〔
４
〕
こ
れ
に

反
し
て
ル
ク
モ
は
、
全
財
産
の
相
続
者
で
あ
り
、
さ
な
き
だ
に
富
を
恃
ん
で
傲
慢
な
と
こ
ろ
へ
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
を
妻
に
迎
え
て
、
い
っ
そ
う
心
を
傲
ら
せ
た
。

タ
ナ
ク
ィ
ル
は
最
上
流
の
出
で
、
自
分
の
生
ま
れ
つ
い
た
身
分
よ
り
卑
し
い
と
こ
ろ
へ
嫁
い
だ
ま
ま
、
そ
れ
な
り
に
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
５
〕
エ
ト
ル
リ
ア
人
た
ち
が
ル
ク
モ
を
亡
命
の
外
来
者
の
子
と
し
て
蔑
む
の
で
、
そ
の
屈
辱
に
彼
女
は
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
母
国
に
対
す
る

生
来
の
愛
着
を
忘
れ
、
一
途
に
夫
の
栄
達
を
見
ん
も
の
と
、
タ
ル
ク
ィ
ニ
イ
市
か
ら
移
住
す
る
こ
と
を
相
談
し
た
。〔
６
〕
こ
の
こ
と
に
は
ロ
ー
マ
が
最
適

と
見
ら
れ
て
い
る
。
あ
の
新
生
の
人
民
の
も
と
な
ら
、
ど
ん
な
貴
人
、
権
門
も
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
、
そ
れ
も
功
労
に
応
じ
た
も
の
だ
ろ
う
か
ら
、
雄
雄
し

く
強
い
男
を
容
れ
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
現
に
、
タ
テ
ィ
ウ
ス
は
サ
ビ
ニ
人
の
身
で
王
と
な
っ
た
し
、
ヌ
マ
は
ク
レ
ス
市
か
ら
招
か
れ
て
王
位
に
つ
い
た
。
そ

し
て
、
ア
ン
ク
ス
は
、
サ
ビ
ニ
女
を
母
と
し
、
ヌ
マ
の
像
た
だ
一
つ
の
お
か
げ
で
高
貴
な
の
だ
、
と
。〔
７
〕
ル
ク
モ
は
名
誉
欲
満
満
で
あ
り
、
し
か
も
、

タ
ル
ク
ィ
ニ
イ
市
は
母
の
祖
国
で
し
か
な
か
っ
た
か
ら
、
説
得
は
簡
単
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
財
産
を
ま
と
め
、
彼
ら
は
ロ
ー
マ
ヘ
移
住
す
る
。〔
８
〕

た
ま
た
ま
ヤ
ニ
ク
ル
ム
の
丘
に
や
っ
て
来
た
。
彼
が
妻
を
伴
っ
て
二
輪
車
に
座
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
一
羽
の
鷲
が
翼
を
ひ
ろ
げ
て
ゆ
る
ゆ
る
と
舞
い
降
り
、
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帽
子
を
と
る
。
そ
し
て
、
け
た
た
ま
し
く
啼
き
な
が
ら
二
輪
車
の
上
空
へ
飛
び
立
ち
、
あ
た
か
も
神
意
に
よ
っ
て
使
命
を
果
た
す
べ
く
遣
さ
れ
た
か
の
ご
と

く
、
今
度
は
帽
子
を
う
ま
く
頭
に
か
ぶ
せ
る
。
そ
れ
か
ら
、
天
高
く
飛
び
去
っ
た
。〔
９
〕
こ
の
鳥
の
予
兆
（
ア
ウ
グ
リ
ウ
ム
）
を
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
大
喜
び

で
受
け
と
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
彼
女
は
、
エ
ト
ル
リ
ア
人
一
般
の
例
に
洩
れ
ず
、
天
来
の
奇
蹟
に
よ
く
通
じ
た
女
性
で
あ
っ
た
。
夫
を
抱
擁
し
、
並
は
ず
れ

て
立
派
な
こ
と
を
望
め
、
と
命
じ
る
。
あ
の
鳥
が
、
天
の
あ
の
方
位
か
ら
、
し
か
も
、
あ
の
神
の
使
い
と
し
て
や
っ
て
来
た
。
人
間
の
い
ち
ば
ん
天
辺
に
神

示
を
も
た
ら
し
た
。
人
の
頭
に
戴
い
た
飾
り
を
取
り
去
り
、
神
意
に
よ
っ
て
同
じ
と
こ
ろ
に
戻
し
た
の
だ
、
と
。〔
10
〕
こ
う
し
た
望
み
と
考
え
を
抱
き
な

が
ら
、
彼
ら
は
町
へ
入
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
居
所
を
求
め
る
と
、
ル
キ
ウ
ス
・
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
ブ
リ
ス
ク
ス
と
い
う
名
を
名
の
っ
た
。〔
11
〕
ロ

ー
マ
人
に
は
物
珍
し
く
、
ま
た
、
富
裕
な
と
こ
ろ
か
ら
、
彼
は
目
に
立
つ
存
在
で
あ
っ
た
。
彼
の
方
で
も
慇
懃
に
言
葉
を
か
け
、
鄭
重
に
も
て
な
し
、
何
か

と
尽
力
し
て
は
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
を
自
分
に
惹
き
つ
け
て
運
命
を
伸
展
さ
せ
よ
う
と
し
、
つ
い
に
彼
の
噂
は
王
宮
に
達
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。〔
12
〕

そ
し
て
、
そ
の
評
判
を
彼
は
間
も
な
く
王
の
も
と
で
の
親
密
な
友
愛
の
絆
へ
と
転
化
さ
せ
た
。
諸
要
件
を
引
き
受
け
、
鷹
揚
に
、
か
つ
、
抜
か
り
な
く
処
理

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
私
的
な
相
談
に
等
し
く
公
的
な
相
談
に
も
与
れ
ば
、
軍
事
に
も
内
政
に
も
参
画
し
、
何
事
に
よ
ら
ず
極
め
付
き
の
人
物
と
し

て
、
つ
い
に
は
遺
言
に
よ
っ
て
王
の
子
供
た
ち
の
後
見
人
に
指
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。」（
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
訳
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
一
州
訳
註
「
ロ
ー
マ
市
建

設
以
来
の
歴
史
2
」、
神
戸
大
学
教
養
部
人
文
学
会
『
論
集
』
十
四
号
（
一
九
七
四
年
）
一
〇
一
頁
以
下
、
一
〇
四
頁
を
参
照
し
た
。
リ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
著
／

鈴
木
一
州
訳
『
ロ
ー
マ
建
国
史
』
上
・
岩
波
文
庫
・
二
〇
〇
七
年
、
九
一
頁
以
下
。
一
部
訳
文
を
変
更
、
以
下
同
様
。）

（
８
）

L
udw

ig
E

uing,
D

ie
Sage

von
T

anaquil,
Frankfurter

Studien
zur

R
eligion

und
K

ultur
der

A
ntike,

B
d.II,

Frankfurt
am

M
ain,
1933

(V
ittorio

K
losterm

ann
V

erlag)
;

cf.
A

rnaldo
M

om
igliano,

T
re

figure
m

itiche
:

T
anaquilla,

G
aia

C
aecilia,

A
cca

L
arenza,

in
:

Q
uatro

contributo
alla

storia

degli
studi

classici
e

del
m

ondo
antico,

R
om

a
1969

(E
ditioni

di
storia

e
letteratura),

pp.455 -488
[=M

iscellanea
della

Facoltà
di

lettre
e

Filosofia

dell'U
niversità

di
T

orino,
S

erie
2

,
1938 ,

pp.
3 -28 ].

オ
イ
イ
ン
グ
に
肯
定
的
な
例
と
し
て
、K

erényi,
G

nom
on,
1934 ,

pp.
134 -9 .

;
F

örsch,
D

ie

politische
R

olle
der

Frau
in

der
röm

ischen
R

epublik,Stuttgart,1935
(W

ürzburger
Studien

zur
A

ltertum
sw

issenschaft,5 )
S.6 .

な
ど
。
否
定
的
、L

.

D
eubner,A

rchiv
f.R

eligionsw
issenschaft33

(1936 ),S.114
;cf.F.Schacherm

eyr,R
E
4

A
,s.v.T

anaquil.

（
９
）

M
ary

H
ays,Fem

ale
B

iography,or
M

em
oirs

of
Illustrious

and
C

elebrated
W

om
en

of
A

ll
A

ges
and

C
ountries,1803

(R
ichard

Phillips).pp.421 -

424 .Pierre
B

ayle,D
ictionnaire

historique
etcritique,T

om
e
4

(T
.-0

.),1820 ,pp.24 -32 ,s.v.T
anaquil.

（『
ピ
エ
ー
ル
・
ベ
ー
ル
著
作
集
』
法
政
大
学

出
版
局
、
野
沢
協
・
訳
／
解
説
、
第
５
巻
　
歴
史
批
評
辞
典
３
「
歴
史
批
評
辞
典
」
Ｐ
〜
Ｚ
（
１
６
９
６
年
）
抜
粋
翻
訳
を
参
照
、
た
だ
し
同
項
目
は
未
収

録
）。
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
（Johann

A
dam

H
artung,

D
ie

R
eligion

der
R

öm
er,
1836 ,

S.
314 ff.

）、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
（A

lbert
Schw

egler,
R

öm
ische



広島法学　32 巻１号（2008 年）－16

G
eschichte,Ferdinand

Friedrich
B

aur,O
ctavius

C
lason

1867
SS.668 ff.,708 ff.

）、
プ
レ
ラ
ー
（L

udw
ig

Preller,D
ie

R
egionen

der
StadtR

om
:N

ach

den
besten

H
andschriften

berichtigt
und

m
it

einleitenden
A

bhandlungen
und

einem
C

om
m

entare
begleitet,Jena

1846 ,C
.H

ochhausen
;

R
öm

ische

M
ythologie,2 .A

ufl.,B
erlin

1865 ,W
eidm

annische
B

uchhandlung,SS.527 ,553 ,585 ,636

）
な
ど
。
オ
イ
イ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、「
貞
節
で
勤
勉
な
家
妻

の
神
話
的
原
型
」
と
す
る
タ
ナ
ク
ィ
ル
観
が
当
時
の
共
通
見
解
で
あ
っ
た
（E

uing,
op.

cit.
S

.
13

）。
な
お
、
パ
イ
ス
は
別
の
解
釈
を
提
示
す
る
。E

ttore

Pais,
Storia

di
R

om
a,

1
,
2 ,
1898

pp.
550

;
573 sqq.

;
A

ncient
L

egends
of

R
om

an
H

istory,
translated

by
M

ario
E

m
ilio

C
osenza,

(T
R

N
)
2007 ,

K
essinger

Pub
C

o.
p.128 sqq.

;
133 .

パ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
、
サ
ビ
ニ
人
の
ガ
イ
ア
・
カ
エ
キ
リ
ア
と
融
合
し
、
一
方
で
、
タ
ル
ペ
イ
ア
崖

の
ヴ
ェ
ス
タ
た
る
タ
ル
ペ
イ
ア
と
同
様
に
、
ク
ィ
リ
ナ
リ
ス
丘
の
ウ
ェ
ス
タ
で
あ
り
、
他
方
、
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
と
ボ
ナ
・
デ
ア
の
形
姿
で
あ
る
。
タ
ナ
ク
ィ

ル
と
ガ
イ
ア
・
カ
エ
キ
リ
ア
、
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
10
）

E
uing,op.cit.S.16 .

（
11
）

E
uing,op.cit.S.17 .

（
12
）

ibid.

（
13
）

E
uing,op.cit.S.18

（
14
）

ibid.

（
15
）

オ
イ
イ
ン
グ
は
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
像
の
起
源
を
神
性
に
求
め
よ
う
と
す
る
説
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、G

.
D

e

Sanctis,
Storia

dei
R

om
ani,

1
,361

は
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
が
、
エ
ト
ル
リ
ア
の
副
次
的
な
神
で
あ
る
と
す
る
﹇
未
見
の
た
めM

om
igliano,

op.
cit.

p.456
n.

5

に
よ
る
﹈。cf.F.Schacherm

eyr,R
E

,s.v.T
anaquil

も
同
様
。
オ
イ
イ
ン
グ
は
、L

iv.1 ,34 ,9
;D

ionysius
H

al.3 ,47 ,4
;Serv.A

en.2 ,683

な
ど
か
ら
、

タ
ナ
ク
ィ
ル
の
神
性
に
つ
い
て
の
証
明
を
導
い
て
い
る
。「
し
か
し
タ
ナ
ク
ィ
ル
以
外
に
予
言
能
力
を
も
つ
エ
ト
ル
リ
ア
女
性
は
証
明
さ
れ
え
な
か
っ
た
。

…
…
と
す
れ
ば
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
、
エ
ト
ル
リ
ア
の
女
性
た
ち
の
な
か
に
一
人
で
は
な
く
て
、
本
来
的
に
他
の
領
域
に
帰
属
し
た
存
在
、
す
べ
て
の
人
間
の

女
性
た
ち
と
は
全
く
異
な
る
唯
一
の
形
姿
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
彼
女
の
無
類
性
は
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
が
考
え
る
よ
う
な
男
性
に
対
す
る
優

位
＝
支
配
的
地
位
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
神
と
し
て
の
性
格
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。」
こ
の
証
明
は
必
ず
し
も
明
確
な
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
と

は
思
わ
れ
な
い
。
重
要
な
の
は
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
が
エ
ト
ル
リ
ア
世
界
で
唯
一
の
人
物
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
ロ
ー
マ
人
に
と
っ
て
彼
女
が
そ
の
よ
う
に

見
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
16
）

L
ivius,

1 ,
39 ,
1 -6

「〔
１
〕
そ
の
頃
、
王
宮
に
、
見
る
も
不
思
議
な
ら
、
成
行
き
も
訝
し
い
変
異
（
プ
ロ
デ
ィ
キ
ウ
ム
）
が
あ
っ
た
。
あ
る
少
年
が
眠
っ
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て
い
る
と
―
―
そ
の
名
は
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
で
あ
っ
た
が
―
―
多
く
の
人
の
見
る
前
で
、
頭
が
燃
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
。〔
２
〕
そ
う
い
う
わ
け

で
、
こ
れ
ほ
ど
の
奇
異
な
出
来
事
に
辺
り
中
の
人
か
ら
叫
び
が
あ
が
り
、
こ
れ
を
聞
き
つ
け
て
王
た
ち
が
出
て
来
た
。
そ
し
て
、
奴
隷
の
一
人
が
鎮
火
の
た

め
に
水
を
持
っ
て
来
た
が
、
女
王
に
制
止
さ
れ
た
。
彼
女
は
騒
ぎ
を
し
ず
め
、
ひ
と
り
で
目
ざ
め
る
ま
で
少
年
を
動
か
さ
な
い
よ
う
に
命
じ
た
。
や
が
て
眠

り
の
去
る
と
共
に
焔
も
消
え
た
、
と
い
う
。〔
３
〕
そ
の
時
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
、
そ
っ
と
脇
の
方
へ
夫
を
誘
っ
て
、「
こ
の
少
年
を
御
覧
で
す
か
」
と
い
う
、

「
こ
の
子
を
、
見
る
か
ら
に
卑
し
い
境
遇
か
ら
救
っ
て
や
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
子
は
、
い
つ
か
、
き
っ
と
、
私
た
ち
の
覚
束
な
い
身
の
上
に
光
と
な
り
ま
す

し
、
王
宮
の
危
機
に
は
護
り
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
公
共
の
た
め
、
私
た
ち
の
た
め
に
大
き
な
誉
れ
に
な
る
資
質
を
、
私
た
ち
に
で
き
る
限
り
大
切
に

育
て
て
や
り
ま
し
ょ
う
。」〔
４
〕
そ
の
た
め
、
少
年
は
王
の
子
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
、
大
き
な
運
命
の
開
拓
へ
と
天
賦
の
資
質
を
鼓
舞
す
る
技
芸
を
以
て
訓

育
さ
れ
始
め
た
、
と
い
う
。
事
は
容
易
で
あ
っ
た
。
神
神
の
意
に
適
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
真
に
王
者
の
才
幹
を
傭
え
た
若
者
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
タ

ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
の
娘
婿
が
求
め
ら
れ
た
時
、
ロ
ー
マ
の
若
者
た
ち
の
中
、
何
の
技
に
か
け
て
も
太
刀
打
ち
で
き
る
者
は
な
く
、
王
は
自
分
の
娘
を
彼
と
婚
約

さ
せ
た
。〔
５
〕
こ
れ
ほ
ど
の
大
き
な
栄
誉
が
、
ど
ん
な
理
由
か
ら
で
あ
れ
、
彼
に
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
奴
隷
女
の
子
で
、
彼
自
身
も
幼
い

頃
は
奴
隷
で
あ
っ
た
と
信
じ
る
の
を
許
さ
な
い
。
私
は
、
む
し
ろ
、
次
の
こ
と
を
伝
え
る
人
び
と
に
同
意
す
る
。
コ
ル
ニ
ク
ル
ム
市
陥
落
の
折
、
そ
の
町
の

領
袖
（
プ
リ
ン
ケ
プ
ス
）
だ
っ
た
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
の
妻
が
、
夫
は
殺
さ
れ
、
自
身
は
身
重
の
体
で
、
ほ
か
の
捕
虜
た
ち
の
間
に
交
っ
て
い
る

の
を
見
つ
け
ら
れ
た
が
、
類
な
き
貴
顕
の
家
柄
の
お
か
げ
で
ロ
ー
マ
女
王
に
救
わ
れ
て
奴
隷
に
落
ち
る
の
を
免
れ
、
ロ
ー
マ
の
プ
リ
ス
ク
ス
・
タ
ル
ク
ィ
ニ

ウ
ス
の
家
で
子
を
産
ん
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。〔
６
〕
さ
ら
に
ま
た
、
そ
れ
ほ
ど
の
手
厚
い
庇
護
を
受
け
て
、
女
同
仕
の
親
密
さ
も
増
し
た
し
、
男
の
子

の
方
も
、
幼
い
頃
か
ら
家
で
育
て
ら
れ
た
の
で
、
寵
愛
と
栄
誉
を
得
た
。
母
親
の
運
命
が
、
祖
国
を
占
領
さ
れ
て
敵
の
手
に
落
ち
た
と
い
う
も
の
な
の
で
、

奴
隷
女
の
子
と
信
じ
ら
れ
る
事
態
を
生
ん
だ
の
だ
、
と
。」（
鈴
木
訳
前
掲
、
一
〇
九
頁
以
下
、
前
掲
『
ロ
ー
マ
建
国
史
』
一
〇
二
頁
以
下
を
参
照
）

（
16
）

こ
の
項
は
、Pierre

K
lossow

ski,O
rigines

culturelles
etm

ythiques
d'un

certain
com

portem
ent,1968 .

ピ
エ
ー
ル
・
ク
ロ
ソ
フ
ス
キ
ー
／
千
葉
文
夫
訳

『
古
代
ロ
ー
マ
の
女
た
ち
』
平
凡
社
・
二
〇
〇
六
年
、
二
九
頁
以
下
を
参
照
し
た
。

（
17
）

L
ivius,

1 ,
41 ,
1 -6

「〔
１
〕
瀕
死
の
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
は
周
り
に
い
た
人
た
ち
が
支
え
た
。
一
方
、
例
の
二
人
が
逃
げ
る
の
を
リ
ク
ト
ル
た
ち
が
取
り
お

さ
え
る
。
そ
こ
か
ら
ど
よ
め
き
が
揚
が
る
。
何
事
が
起
っ
た
か
と
怪
し
み
、
人
民
が
馳
せ
集
ま
る
。
大
騒
ぎ
の
最
中
に
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
王
宮
を
閉
ざ
す
よ
う

命
じ
る
。
見
て
い
る
者
た
ち
を
追
い
出
し
て
し
ま
う
。
傷
の
手
当
て
に
必
要
な
も
の
を
、
ま
だ
〔
回
復
の
〕
望
み
が
あ
る
か
の
よ
う
に
さ
か
ん
に
用
意
す
る
。

同
時
に
、
も
し
希
望
が
去
っ
て
も
、
と
考
え
て
、
別
の
守
り
を
準
備
す
る
。〔
２
〕
至
急
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
を
呼
び
寄
せ
、
殆
ん
ど
生
気
の
な
い
夫
を
示
す

と
、
右
手
を
執
っ
て
訴
え
る
。
義
父
の
死
に
仇
を
と
ら
ず
に
は
い
る
な
、
義
父
を
敵
ど
も
の
笑
い
も
の
に
し
て
お
く
な
、
と
。〔
３
〕「
あ
な
た
の
も
の
で
す
。
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セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
」
と
、
彼
女
は
言
う
。「
あ
な
た
が
男
な
ら
、
王
権
は
あ
な
た
の
も
の
で
す
。
他
人
の
手
を
借
り
て
卑
劣
き
わ
ま
る
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
気
を
出
し
な
さ
い
。
そ
し
て
、
神
神
を
導
き
手
に
し
て
従
い
な
さ
い
。
神
神
は
、
あ
な
た
の
こ
の
頭
を
そ
の
昔
、
神
の
火
で
か

こ
み
、
顕
著
な
人
物
に
な
ろ
う
と
教
え
ま
し
た
。
今
こ
そ
、
あ
な
た
を
、
あ
の
天
の
焔
が
起
た
せ
ま
す
よ
う
に
。
今
こ
そ
、
本
当
に
目
ざ
め
な
さ
い
。
私
た

ち
と
て
外
人
の
身
で
統
治
し
ま
し
た
。
考
え
な
さ
い
、
わ
が
身
の
力
を
。
出
自
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
突
然
の
こ
と
で
考
え
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
私
の
考
え
ど

お
り
に
し
な
さ
い
。」〔
４
〕
群
衆
の
ど
よ
め
き
と
、
ひ
し
め
き
は
殆
ん
ど
抑
え
ら
れ
そ
う
に
な
い
の
で
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
王
宮
の
上
階
か
ら
窓
ご
し
に
ノ
ウ

ァ
・
ウ
ィ
ア
ヘ
向
か
っ
て
―
―
と
い
う
の
は
王
は
ユ
ピ
テ
ル
・
ス
タ
ト
ル
の
〔
神
殿
の
〕
あ
た
り
に
住
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
が
―
―
人
民
に
話
し
か
け
る
。

〔
５
〕
気
を
鎮
め
よ
、
と
彼
女
は
命
じ
る
。
不
意
の
襲
撃
の
た
め
、
王
は
人
事
不
省
だ
っ
た
。
武
器
は
身
体
に
深
く
は
食
い
こ
ま
な
か
っ
た
。
す
で
に
意
識

は
返
っ
た
。
傷
は
、
血
を
拭
っ
て
、
よ
く
調
べ
た
。
万
事
、
格
別
の
こ
と
は
な
い
。
や
が
て
、
皆
み
な
、
王
の
姿
を
目
に
す
る
だ
ろ
う
と
信
し
る
。
し
ば
ら

く
人
民
は
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
の
命
を
聴
く
よ
う
に
。
彼
が
裁
き
を
行
な
い
、
そ
の
ほ
か
、
王
の
務
め
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
、
と
。〔
６
〕
セ
ル

ウ
ィ
ウ
ス
は
式
服
を
ま
と
い
、
リ
ク
ト
ル
を
先
導
せ
し
め
て
進
み
出
、
王
の
座
に
腰
を
下
ろ
し
て
幾
つ
か
の
事
柄
を
裁
き
、
他
の
こ
と
は
王
に
相
談
し
よ
う

と
言
っ
て
取
り
繕
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
何
日
か
の
間
、
す
で
に
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
は
息
を
引
き
と
っ
て
い
た
の
に
、
そ
の
死
を
隠
し
、
身
代
り
に
役
目

を
果
た
す
よ
う
に
装
っ
て
、
実
は
自
ら
の
勢
力
を
固
め
た
。
だ
が
、
王
宮
に
慟
哭
が
起
こ
り
、
つ
い
に
事
情
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
屈
強

の
護
衛
で
身
辺
を
固
め
、
ロ
ー
マ
で
初
め
て
人
民
の
決
議
を
経
ず
に
、
父
た
ち
の
同
意
を
取
り
つ
け
た
だ
け
で
王
位
に
つ
い
た
。」（
鈴
木
訳
前
掲
一
一
一
頁
、

同
前
掲
訳
書
一
〇
五
頁
以
下
を
参
照
）。

（
18
）

D
ionysius

H
al.,

R
om

.
4 .
1 ff.

大
意
を
示
す
と
、
コ
ル
ニ
ク
ル
ム
が
ロ
ー
マ
に
占
領
さ
れ
た
と
き
に
、
そ
の
王
家
出
身
の
ト
ゥ
リ
ウ
ス
が
殺
害
さ
れ
、
妻

の
オ
ク
リ
シ
ア
は
捕
虜
と
な
っ
て
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
の
妻
の
奴
隷
と
さ
れ
、
ト
ゥ
リ
ウ
ス
の
子
を
産
ん
だ
。
そ
の
後
オ
ク
リ
シ
ア
は
解
放
さ
れ
る
が
、
子
ど

も
は
母
が
奴
隷
身
分
の
時
に
生
ま
れ
た
た
め
に
、S

ervius

つ
ま
り
「
奴
隷
の
（
子
）」
と
呼
ば
れ
た
。
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
幼
い
頃
に
頭
が
炎
に
包
ま
れ
た
。

﹇
こ
の
奇
蹟
の
そ
の
後
の
経
過
は
リ
ウ
ィ
ウ
ス
と
基
本
的
に
一
致
す
る
﹈。
別
伝
に
よ
れ
ば
、
王
宮
の
竈
の
火
の
上
に
陽
根
が
出
現
し
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
オ
ク

リ
シ
ア
を
そ
の
部
屋
に
入
れ
て
神
々
の
一
人
と
交
わ
ら
せ
、
そ
の
結
果
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
ロ
ー
マ
市
民
に
認
め
ら
れ
、

戦
場
で
数
々
の
武
勲
を
立
て
た
。
王
は
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
を
養
子
と
し
て
娘
と
結
婚
さ
せ
、
公
私
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
ま
か
せ
た
…
。
平
田
隆
一
・
前
掲
3
、

一
頁
以
下
は
キ
ケ
ロ
、
リ
ウ
ィ
ウ
ス
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
を
総
合
的
に
分
析
し
て
い
る
。

（
19
）

L
ivius,1 ,42 ,1 .

（
20
）

D
ionysius

H
al.,4 ,7 ,4

;4 ,30
(Fabius).
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（
21
）

O
vid.

Fasti
6 .627 -636

「
ト
ゥ
リ
ウ
ス
王
の
父
は
ウ
ル
カ
ヌ
ス
神
、
母
は
美
貌
の
誉
れ
高
い
コ
ル
ニ
ク
ル
ム
生
ま
れ
の
オ
ク
リ
シ
ア
で
し
た
。
こ
の
オ
ク

リ
シ
ア
に
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
女
王
は
、
一
緒
に
祭
儀
を
し
き
た
り
ど
お
り
に
済
ま
せ
た
の
ち
、
飾
り
を
施
し
た
竈
に
酒
を
注
ぎ
か
け
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
と
、

そ
の
灰
の
あ
い
だ
に
男
性
器
の
形
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
現
実
か
、
幻
か
、
ど
ち
ら
と
聞
か
れ
れ
ば
現
実
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
虜
囚
の
身
の
彼
女
は
命

ぜ
ら
れ
た
と
お
り
竈
の
前
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
彼
女
が
身
ご
も
っ
て
生
ま
れ
た
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
一
族
の
種
を
天
か
ら
授
か
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
父
は
父
親
の
し
る
し
を
示
し
ま
し
た
。
閃
く
火
で
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
頭
に
触
れ
た
の
で
す
。
と
、
髪
の
毛
の
上
に
冠
の
よ
う
な
炎
が
燃
え
立
ち
ま
し

た
。」（
高
橋
宏
幸
訳
『
祭
暦
』
・
国
文
社
・
一
九
九
四
年
、
二
四
六
頁
）。Pliny,

N
H

.,
36 ,
74

「
わ
た
し
は
、
ロ
ー
マ
文
学
で
有
名
な
炉
に
つ
い
て
の
事
例

を
ひ
と
つ
記
述
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
タ
ル
ク
イ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク
ス
の
治
世
に
起
こ
っ
た
こ
と
だ
が
、
彼
の
炉
の
灰
の
中
か
ら
突
然
男
根

が
出
現
し
、
そ
こ
に
座
っ
て
い
た
囚
わ
れ
の
娘
で
、
王
后
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
侍
婢
で
あ
っ
た
オ
ク
レ
シ
ア
が
そ
こ
か
ら
起
き
上
が
る
と
、
身
重
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
。
こ
の
物
語
に
よ
る
と
、
こ
れ
が
王
位
を
継
い
だ
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
誕
生
の
次
第
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
そ
し
て
王
の
家
に
お

い
て
も
、
そ
の
子
が
眠
っ
て
い
る
と
き
、
そ
の
頭
の
周
り
で
焔
が
輝
い
た
。
だ
か
ら
彼
は
、
家
を
守
護
す
る
神
々
ラ
レ
ス
の
息
子
で
あ
る
と
進
ぜ
ら
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
ラ
レ
ス
の
神
を
崇
め
て
、
初
め
て
コ
ン
ピ
タ
リ
ア
祭
を
行
っ
た
の
だ
と
い
う
。」P

lutarch,
de

fort.
R

om
.
10

;

Q
uaest.R

om
.100 .A

rnobius,A
dv.gent.5 ,18 .

（
22
）

B
achofen,B

d.V
I,S.180 ff.

（
23
）

C
icero,de

rep.2 ,34 -38 .

「
34

し
か
し
、
こ
の
頃
は
じ
め
て
わ
が
国
は
い
わ
ゆ
る
接
ぎ
木
さ
れ
た
学
問
に
よ
っ
て
さ
ら
に
知
識
を
深
め
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
か
ら
あ
の
学
問
や
学
術
が
い
わ
ば
細
い
小
川
で
は
な
く
き
わ
め
て
水
量
豊
か
な
大
河
と
な
っ
て
こ
の
都
の
中
へ
流
入
し
た
か
ら
で
あ
る
。

じ
じ
つ
、
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
コ
リ
ン
ト
ス
に
デ
マ
ラ
ト
ス
と
い
う
人
が
い
て
、
名
誉
に
お
い
て
も
声
望
に
お
い
て
も
優
に
彼
の
国
の
第
一
人
者

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
コ
リ
ン
ト
ス
の
僭
主
キ
ュ
プ
セ
ロ
ス
に
我
慢
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
多
く
の
財
産
を
携
え
て
亡
命
し
、
エ
ト
ル
リ
ア
で
も
っ
と

も
栄
え
た
都
市
タ
ル
ク
ィ
ニ
イ
へ
行
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
キ
ュ
プ
セ
ロ
ス
の
専
制
が
確
立
し
た
こ
と
を
耳
に
し
た
と
き
、
こ
の
勇
敢
な
自
由
人
は
祖

国
を
捨
て
、
タ
ル
ク
ィ
ニ
イ
人
に
よ
っ
て
市
民
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
そ
の
国
に
住
所
と
住
居
を
置
い
た
。
そ
こ
で
彼
は
タ
ル
ク
ィ
ニ
イ
人
の
妻
か
ら

二
人
の
息
子
を
も
う
け
た
と
き
、
彼
ら
を
あ
ら
ゆ
る
学
術
に
つ
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
陶
冶
に
従
っ
て
教
え
…
…
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ラ
エ
リ
ウ
ス
「
い
ま
、
わ
が
国
の
体

制
は
一
時
代
に
限
ら
れ
る
も
の
も
な
く
、
一
人
の
者
の
手
に
な
る
も
の
で
も
な
い
、
と
い
う
あ
の
カ
ト
ー
の
言
葉
が
い
っ
そ
う
確
実
と
な
る
。
じ
じ
つ
、
い

か
に
多
く
の
優
れ
た
有
益
な
制
度
が
一
人
一
人
の
王
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
か
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
次
に
来
る
者
は
、
国
家
に
つ
い
て
ほ
か
の
誰

よ
り
も
多
く
を
理
解
し
た
よ
う
に
わ
た
し
に
は
思
わ
れ
る
。」「
そ
の
と
お
り
で
す
」
と
ス
キ
ピ
オ
は
言
っ
た
。「
さ
て
、
彼
は
そ
の
あ
と
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
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ト
ゥ
リ
ウ
ス
が
は
じ
め
て
国
民
の
命
令
に
よ
ら
ず
に
統
治
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
噂
に
よ
れ
ば
、
彼
は
王
の
被
保
護
者
で
あ
っ
た
者
の
種
を
宿
し
た
タ
ル
ク

ィ
ニ
イ
出
身
の
奴
隷
を
母
親
と
し
て
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
奴
僕
に
一
人
と
し
て
育
て
ら
れ
、
王
の
食
卓
に
仕
え
た
と
き
、
当
時
す
で
に
少

年
か
ら
輝
き
出
た
才
能
の
ひ
ら
め
き
は
気
づ
か
れ
ず
に
は
済
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
彼
は
す
べ
て
の
仕
事
や
話
に
お
い
て
巧
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え

当
時
ご
く
幼
少
の
子
供
し
か
な
か
っ
た
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
は
、
人
々
に
彼
の
息
子
と
思
わ
れ
た
ほ
ど
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
を
愛
し
、
さ
ら
に
彼
自
身
が
学
ん
だ
す

べ
て
の
学
術
に
つ
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
き
わ
め
て
入
念
な
流
儀
に
従
い
、
こ
の
上
な
い
熱
心
さ
で
彼
を
教
育
し
た
。
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し
か
し
、
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
が

ア
ン
ク
ス
の
息
子
た
ち
の
奸
計
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
が
上
に
述
べ
た
よ
う
に
市
民
の
命
令
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
彼
ら
の
好
意
と
同
意
に
よ

っ
て
支
配
を
始
め
た
の
ち
―
―
そ
の
わ
け
は
、
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
は
傷
の
た
め
に
病
気
で
あ
っ
て
な
お
生
き
て
い
る
と
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
た
の
で
、
セ
ル
ウ

ィ
ウ
ス
は
王
の
飾
り
を
つ
け
て
判
決
を
下
し
、
債
務
者
を
自
分
の
負
担
に
お
い
て
解
放
し
、
多
く
の
親
切
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
彼
が
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
の

命
令
に
よ
っ
て
判
決
を
行
っ
た
い
る
の
だ
と
人
々
に
思
い
込
ま
せ
た
か
ら
で
あ
る
―
―
、
彼
は
自
分
に
つ
い
て
、
元
老
院
議
員
に
一
任
す
る
代
わ
り
に
、
タ

ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
の
埋
葬
後
み
ず
か
ら
国
民
の
意
見
を
問
う
た
。
そ
こ
で
支
配
せ
よ
、
と
の
命
令
を
得
て
か
ら
、
自
己
の
命
令
権
に
つ
い
て
、
ク
リ
ア
民
会
で

承
認
さ
れ
る
べ
き
法
律
を
提
出
し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
ま
ず
エ
ト
ル
リ
ア
人
の
不
正
に
た
い
し
戦
争
に
よ
っ
て
復
讐
し
、
こ
の
戦
い
か
ら
…
。」（
岡
道
男
訳

『
国
家
に
つ
い
て
』『
キ
ケ
ロ
選
集
８
』
岩
波
書
店
・
一
九
九
九
年
所
収
を
参
照
、
一
部
字
句
を
変
更
。）

（
24
）

C
IL

,13 ,1668 =D
essau

IL
S,212 .

「
…
か
つ
て
こ
の
都
市
は
王
が
支
配
し
て
い
た
。
し
か
し
い
ず
れ
の
王
も
、
自
分
と
同
じ
血
統
の
後
継
者
に
こ
の
市
を

譲
っ
た
こ
と
は
な
い
。
…
ア
ン
ク
ス
・
マ
ル
キ
ウ
ス
王
の
跡
を
継
い
だ
の
は
、
プ
リ
ス
ク
ス
・
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
王
で
あ
る
。
彼
の
父
は
、
コ
リ
ン
ト
ス
の

人
デ
マ
ラ
ト
ス
で
、
母
は
タ
ル
ク
ィ
ニ
イ
の
貴
族
の
生
ま
れ
だ
。
彼
女
は
こ
の
よ
う
な
夫
に
従
う
の
も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
た
ほ
ど
貧
乏
だ
っ
た
。
こ
う

し
て
血
を
汚
さ
れ
た
た
め
、
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
は
、
故
国
で
官
職
に
就
く
こ
と
を
拒
否
さ
れ
、
ロ
ー
マ
に
移
住
す
る
。
そ
の
後
で
、
ロ
ー
マ
の
王
位
を
獲
得

し
た
も
の
で
あ
る
。
／
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
と
、
そ
の
息
子
か
、
そ
れ
と
も
孫
か
（
と
い
う
の
も
、
こ
の
点
で
歴
史
家
の
意
見
が
分
れ
て
い
る
）
と
の
間
に
も
、

セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
王
が
は
さ
ま
っ
て
い
る
。
も
し
ロ
ー
マ
の
伝
承
に
従
う
な
ら
、
ト
ゥ
リ
ウ
ス
は
オ
ク
リ
シ
ア
と
い
う
捕
虜
の
女
の
子
だ
。
エ

ト
ル
リ
ア
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
彼
は
、
か
つ
て
、
カ
エ
リ
ウ
ス
・
ウ
ィ
ウ
ェ
ン
ナ
の
も
っ
と
も
忠
実
な
同
志
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
難
儀
を
と
も
に
分
け
た
人

だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
運
命
に
翻
弄
さ
れ
た
す
え
、
カ
エ
リ
ウ
ス
の
手
勢
の
残
り
を
全
部
つ
れ
て
、
エ
ト
ル
リ
ア
か
ら
お
ち
の
び
て
き
て
、
カ
エ
リ
ウ
ス
丘
を
占

住
す
る
。
こ
の
丘
の
名
は
、
彼
ら
の
将
軍
カ
エ
リ
ウ
ス
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ト
ゥ
リ
ウ
ス
も
名
前
を
変
え
、（
エ
ト
ル
リ
ア
に
い
た
時
は
マ
ス
タ
ル

ナ
と
呼
ば
れ
て
い
た
）、
今
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
な
名
前
を
名
の
っ
た
。
そ
し
て
国
家
に
偉
大
な
貢
献
を
な
し
た
た
め
、
王
位
を
え
た
の
で
あ
る
。」（
國
原

吉
之
助
訳
『
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
の
演
説
』、
同
訳
『
タ
キ
ト
ゥ
ス
年
代
記
』
下
、
岩
波
文
庫
・
一
九
八
一
年
、
五
一
頁
以
下
所
収
、
五
二
頁
及
び
註
８
を
参
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照
）。
い
わ
ゆ
る
「
リ
ヨ
ン
の
銅
板
」
に
つ
い
て
、
野
上
素
一
・
金
倉
英
一
『
沈
黙
の
世
界
史
４
　
エ
ト
ル
リ
ア
・
ロ
ー
マ
・
ポ
ン
ペ
イ
』
新
潮
社
・
一
九

七
〇
年
、
八
一
頁
以
下
を
参
照
。
マ
ス
タ
ル
ナ
と
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
と
の
関
係
に
つ
い
て
、S

chw
egler,

op.
cit.

(n.
9 ),

S
.
717 ff.

;
K

leine

Pauly
3

,1070 f.;Schacherm
eyr,R

E
4

A
,2368

(T
arquinius

5 )
;R

adke,R
E
8

A
,2454 ff.(V

ibenna)

を
参
照
。

（
25
）

Plutarch,Q
uaest.R

om
.36 ,p.273 c

;30 ,p.271 e
;de

m
ul.virtt.p.243 c

;fort.R
om

.c.10 .p.323 d.Z
onaras,A

nn.7 ,8 f.

鳥
の
予
兆
の
シ
ー
ン
に
タ

ナ
ク
ィ
ル
は
登
場
し
な
い
が
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
王
即
位
の
際
の
活
躍
に
つ
い
て
、
ウ
ァ
レ
リ
ウ
ス
・
マ
ク
シ
ム
スV

alerius
M

axim
us,

de
viris

illustr.
1 ,

6 ,1 .

も
参
照
。
フ
ェ
ス
ト
ゥ
スFestus,

p.95
M

üller

で
は
、
プ
リ
ス
ク
ス
と
の
結
婚
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
ヌ
スC

laudian,
L

aus
Serenae

reginae

v.
16

で
は
予
言
能
力
に
つ
い
て
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
に
引
用
の
フ
ァ
ビ
ウ
ス
・
ピ
ク
ト
ル
（D

ion.
4 ,
30

）
で
は
、
タ
ナ
ク
ィ
ル
に
よ
る
息
子
ア
ル
ン
ス

の
埋
葬
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
言
及
が
あ
る
。

（
26
）

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
グ
レ
ー
バ
ー
編
『
死
後
の
礼
節
　
古
代
地
中
海
圏
の
葬
祭
文
化：

紀
元
前
７
世
紀
―
紀
元
前
３
世
紀
』
東
京
大
学
総
合
研

究
博
物
館
／
東
京
大
学
出
版
会
（
発
売
）。
二
〇
〇
〇
年
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
の
墓
の
紹
介
を
参
照
。B

achofen,B
d.

6
,S.58

n.8

所
掲
の
文
献
。
平
田
・
前
掲

論
文
3
、
三
頁
以
下
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
の
墓
の
図
絵
の
分
析
は
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
一
四
頁
註
４
所
掲
の
文
献
を
参
照
。
野
上
・
金
倉
前
掲
『
沈
黙
の

世
界
史
４
』
八
二
頁
以
下
本
文
及
び
挿
図
、
Ｍ
・
パ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
ノ
著
・
岡
村
崔
・
青
柳
正
規
訳
『
エ
ト
ル
リ
ア
の
壁
画
』
岩
波
書
店
・
一
九
八
五
年
、
第

一
八
図
及
び
三
八
三
頁
解
説
を
参
照
。

（
27
）

N
oëlD

es
V

ergers,L
'E

trurie
etles

E
trusques,Paris

1862 sqq.3 ,p.18 ,25
[

未
見
。B

d.6
,S.58 n.8

;S.59 .

に
よ
る
。﹈

（
28
）

た
だ
し
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
よ
れ
ば
、「
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
図
像
は
作
業
者
の
不
注
意
で
壊
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
文
字
で
記
さ
れ
た
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
名
前

（thanchvil

）
は
発
見
者
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
ー
の
権
威
に
よ
っ
て
確
実
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」、B

d.
6

,
S

.
59 ,

n.
3 .

編
者
註
に
よ
れ
ば
「
こ
のT

hachvil

は

M
astarna

の
シ
ー
ン
と
関
係
が
な
く
、
墓
主
の
妻
の
こ
と
」
と
あ
る
。

（
29
）

L
iv.1 ,47 ,6 .

「
あ
の
タ
ナ
ク
ィ
ル
は
外
来
の
女
性
の
身
で
大
い
に
知
略
を
発
揮
し
、
夫
を
、
続
い
て
婿
を
、
相
次
ぐ
二
代
の
王
位
に
つ
け
負
わ
せ
た
。」

（
30
）

L
iv.1 ,47 ,6 .

（
31
）

泉
井
久
之
助
訳
『
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
』
下
　
岩
波
文
庫
・
一
九
七
六
年
、
訳
者
解
説
、
四
二
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
32
）

L
ucum

o

の
語
源
に
つ
い
て
、K

leine
Pauly

3
,779

;Serv.A
en.2 ,278

;8 ,475 .

（
33
）

『
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
伝
承
』
の
補
論
と
し
て
、
エ
ト
ル
リ
ア
人
家
族
の
母
性
原
理
に
つ
い
て
、
エ
ト
ル
リ
ア
の
墓
碑
銘
の
分
析
を
通
じ
て
の
詳
細
な
言
及
が

あ
る
、B

achofen,B
d.6

,S.315 ff.

を
参
照
。


